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教頭先生から活動の説明 説明後、授業参観

お餅と豚汁

1月9日、永山小学校で、「ＣＳ協働活動」に
関する説明会が行われました。教頭先生が
作成したチラシを見て集まった１１名の方々
に対し、学校からのお願いを中心にボラン
ティア活動の内容をお伝えしました。多くの
方のご協力を期待しています。

1月１１日、「ＦＵＹＯＵアリーナ藤代」で行わ
れた「新春小貝川ふれあいどんど焼き」
に、藤代中学校１年生有志９名がボランテ
ィアとして参加しました。前日からの強風
のため、どんど焼きそのものは中止となり
ましたが、女子生徒は受付係、男子生徒
はお餅つきのお手伝いをしました。



6年生に続き、この日は３年生12人が六郷公
民館で和太鼓体験に臨みました。この日も、
定期的に公民館で活動されているサークルの
方々にご指導いただき、楽しそうに太鼓をた
たく3年生たちでした。次は自分たちが考えた
リズムをたたいてみるのだそうです。

総合的な学習の時間で外国の特徴や文化
などを学んでいる６年生。この日は、教頭先
生がコーディネートした、ボランティア団体
「月曜会」の方々と、「モルック」というスポ
ーツに取り組みました。「モルック」は樹木
の名前で、その木を使った棒をピンめがけ
て投げるスポーツです。フィンランド発祥
の、比較的新しいスポーツなんだそうで
す。この日はあいにくの北風の中、それで
も地域ボランティアの方も子供たちも元気
いっぱい「モルック」に取り組みました。
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